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1.  平成24年3月期第1四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 662 26.0 140 △15.8 139 △17.3 80 △40.7
23年3月期第1四半期 525 114.3 167 ― 169 ― 136 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 1,632.57 1,632.01
23年3月期第1四半期 2,724.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第1四半期 24,066 3,133 12.9 62,618.12
23年3月期 22,428 3,139 13.9 62,763.52
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  3,101百万円 23年3月期  3,112百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成24年３月期（予想）配当金は、下記「平成24年３月期の業績予想」に記載の理由により未定であるため、予想配当金についての記載をしておりません。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 1,800.00 1,800.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境、ならびに、国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複
合的な影響等について正確な予測をして業績予想を行うことは困難であるため、記載をしておりません。 

                  



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 54,591 株 23年3月期 54,591 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 5,053 株 23年3月期 5,004 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 49,550 株 23年3月期1Q 50,068 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
●業績予想に関して 
 当社は、「３．平成24年３月期の業績予想」に記載のとおり、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高ならびに
営業収益について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システム）を通じて開示しております。 
 
●配当予想金額に関して 
 平成24年３月期配当予想については、業績予想を開示していないため未定ではありますが、配当性向25％を基本方針に、その時々の業績動向や将来
見通し等を総合的に勘案して取り決めたいと考えています。なお、配当予想額については、開示が可能になった時点で速やかに開示いたします。 
 
●投資家向け説明会、説明資料の入手方法等 
 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料・動画等については、開催後速やかに当社ホームページに掲
載する予定です。 
☆☆☆平成23年８月18日（木） ・・・・・ 機関投資家、アナリスト向け決算説明会 
 上記の他にも、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、事業・業績等に関する説明会を開催する予定です。開催の予定等については、当社ホームペ
ージをご確認ください。 
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当第１四半期におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災の影響は計り知れず、福島原発事

故による電力供給問題や各種風評被害等で企業活動や個人消費の停滞が見受けられ、特に「災後」とい

う言葉が生まれるほど、従来のわが国や個人のあり方等を根本的に考え直させる状況が強まり、先行き

の情勢を見極めるには、極めて困難な状況に陥っています。  

その中にあって外国為替市場は、４月の米ドル/円相場は、震災後のわが国の景気悪化懸念や米国で

の早期利上げ観測等から一時85円台半ばまで円安ドル高が進行するも、中旬以降に米雇用関連指標の悪

化やＳ＆Ｐによる米国債格付け見通し引き下げ等を材料に円が買い戻されると、月末には81円台前半ま

で円高米ドル安が進行いたしました。５月に入ると、米失業保険申請件数の大幅増加や商品市況の急

落、世界的な株安を受けたリスク回避の動きから一時79円台半ばまで円高米ドル安が進行するも、良好

な米雇用統計等を受けて米ドルが持ち直し82円台前半まで反発いたしましたが、月末にかけては米国景

気の先行き減速懸念が再燃する中、80円台後半まで米ドルが反落いたしました。６月に入ると、米国で

の低調な景気指標が相次ぐ中、一時79円台後半まで円高米ドル安が進行いたしましたが、その後は米国

景気の減速懸念が拭えない中、80円台前半での軟調な地合いが続いた後、バーナンキＦＲＢ議長が更な

る金融緩和（ＱＥ３）の可能性に対して否定的な見解を示したことから米ドルが持ち直しに転じ、月末

にかけて81円台前半まで円安米ドル高に推移した後、第１四半期末を迎えました。 

米ドル/円以外に目を向けると、117円台からスタートしたユーロ/円は、震災後のわが国の景気悪化

懸念やＥＣＢによる利上げ・追加利上げ観測等を受け123円台前半まで円安ユーロ高が進行するも、原

発事故のランク引き上げを受けたリスク回避の動き、ギリシャの債務再編への懸念等から116円台半ば

まで円高ユーロ安が進行し、その後も商品市況急落や世界的な株安を受けたリスク回避、ギリシャの大

幅格下げ問題等から113円台まで円高ユーロ安が進行すると、ギリシャに対する追加支援への期待の高

まり、ＥＣＢによる大幅利上げ観測の後退、ギリシャ支援を巡る混乱、また、ギリシャの緊縮財政関連

法案が可決される等、様々な材料が飛び交った後、117円台前半までユーロが持ち直しました。 

このような状況下において当社は、震災直後からの広告宣伝の取り止めやプロモーション、ＰＲ活動

の自粛等に伴い、新しいお客様の獲得には苦戦を強いらざるを得ませんでしたが、自動発注機能シリー

ズを活用した既存のお客様の旺盛な資産運用ニーズのもと、コンスタントに預り資産残高は増加いたし

ました。そして、時間の経過とともに徐々に広告宣伝・ＰＲ活動を再開しだし、顧客口座数も一定の増

加を図ることができた結果、顧客口座数は、前年同期末の22,618口座から36,017口座（前年同期末比

59.2％増）へと拡大いたしました。 

 業績面に関しては、４月スタート以降、震災の影響も落ち着きを取り戻す過程において、徐々にボラ

ティリティの低下が見受けられましたが、預り資産残高の拡大や顧客口座数の増加といった収益基盤は

堅調に拡大し、四半期を通じて顧客ポジションを積み増しながらの自動発注機能シリーズを活用したレ

ンジ相場におけるトレードは旺盛に推移した結果、営業収益は662,432千円（前年同期比26.0％増）と

なりました。営業費用は、前年同期と比べて人員数の増加や、営業収益の増加に伴うコスト増等も相俟

った結果、521,744千円（前年同期比45.4％増）となり、営業利益は140,688千円（前年同期比15.8％

減）となりました。営業外収益は、受取利息等の計上により734千円、営業外費用は、支払利息等の計

上により1,481千円となった結果、経常利益は139,941千円（前年同期比17.3％減）となりました。特別

損益科目は計上項目がないため、税引前四半期純利益は139,941千円（前年同期比11.7％減）、法人税

等合計額として59,046千円計上した結果、四半期純利益は80,894千円（前年同期比40.7％減）となりま

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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した。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

前事業年度末から当第１四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べ1,638,353千円増加し、24,066,814千円となりました。これは主に、流動資産

のうち現金及び預金が252,373千円減少したものの、分別管理信託が1,756,542千円増加したこと、さら

には、有形固定資産が64,307千円、無形固定資産が96,778千円それぞれ増加したためであります。 

負債総額は前事業年度末と比べて1,644,630千円増加し、20,933,224千円となりました。これは主

に、流動負債のうち未払金が95,161千円、顧客預り勘定が1,582,535千円増加し、未払法人税等が

36,099千円、長期借入金が10,000千円減少したためであります。 

純資産額は前事業年度末と比べて6,276千円減少し、3,133,590千円となりました。これは主に、四半

期純利益を80,894千円計上したものの、配当金の支払いなどで利益剰余金が8,361千円減少したこと、

また、自己株式の取得や新株予約権の計上を行ったためであります。 

②キャッシュ・フローの状況  

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前事

業年度末と比較して、72,288千円の減少となり、残高は1,452,457千円となりました。各キャッシュ・

フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益を139,941千円、減価償却費を37,117千円

計上したこと、さらに、前払費用が13,035千円、未払金が72,624千円増加したこと、また、短期差入保

証金40,000千円の戻りや法人税等の支払いで90,139千円支出したこと等が影響し、205,428千円の増加

（前年同四半期は195,854千円の増加）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による82,449千円の支出と無形固定資産

の取得による93,200千円の支出等により、176,517千円の減少（前年同四半期は22,758千円の減少）と

なりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による10,000千円の支出と、配当金の支払

いによる89,253千円の支出等により、101,186千円の減少（前年同四半期は25,030千円の減少）となり

ました。 

  

当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外

の経済環境等に大きく左右され、これらの複合的な影響等について正確な予測を行うことは困難である

ため、業績予想を開示しておりません。ただし、本年８月からは外国為替証拠金取引に対する証拠金規

制（最大レバレッジ25倍、証拠金率４％以上）が導入されたため、将来の予測を行う際は、十分に考慮

される必要があります。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報

（３）業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用 

当第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平

成22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

４号 平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９

号 平成22年６月30日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,119,184 1,866,810

分別管理信託 19,678,088 21,434,631

前払費用 11,691 24,727

繰延税金資産 26,127 22,993

その他 42,539 4,396

流動資産合計 21,877,632 23,353,559

固定資産   

有形固定資産 203,464 267,771

無形固定資産 269,873 366,652

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 121,000

関係会社株式 8,146 8,146

長期前払費用 － 474

差入保証金 68,035 68,648

その他 1,303 1,557

投資損失引当金 △120,995 △120,995

投資その他の資産合計 77,490 78,831

固定資産合計 550,828 713,255

資産合計 22,428,461 24,066,814

負債の部   

流動負債   

未払金 166,854 262,016

未払法人税等 96,925 60,826

顧客預り勘定 18,715,556 20,298,091

ポイント引当金 33,128 37,125

1年内返済予定の長期借入金 40,000 40,000

その他 5,819 16,487

流動負債合計 19,058,283 20,714,546

固定負債   

長期借入金 160,000 150,000

資産除去債務 61,315 61,511

繰延税金負債 8,995 7,166

固定負債合計 230,310 218,678

負債合計 19,288,594 20,933,224

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

資本剰余金合計 1,129,005 1,129,005

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 934,040 925,678

利益剰余金合計 934,040 925,678

自己株式 △174,795 △176,712

株主資本合計 3,112,254 3,101,976

新株予約権 27,611 31,613

純資産合計 3,139,866 3,133,590

負債純資産合計 22,428,461 24,066,814
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（２）四半期損益計算書 
 第１四半期累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 525,864 662,432

営業収益計 525,864 662,432

営業費用   

販売費及び一般管理費 358,714 521,744

営業利益 167,150 140,688

営業外収益   

受取利息 974 593

助成金収入 1,000 －

その他 46 140

営業外収益合計 2,020 734

営業外費用   

支払利息 － 1,464

支払手数料 － 16

営業外費用合計 － 1,481

経常利益 169,171 139,941

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,701 －

特別損失合計 10,701 －

税引前四半期純利益 158,469 139,941

法人税、住民税及び事業税 340 57,741

法人税等調整額 21,700 1,305

法人税等合計 22,040 59,046

四半期純利益 136,429 80,894
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 158,469 139,941

減価償却費 21,650 37,117

株式報酬費用 3,246 4,001

受取利息 △974 △593

支払利息 － 1,464

ポイント引当金の増減額（△は減少） △504 3,997

為替差損益（△は益） 107 14

分別管理信託の増減額（△は増加） 816,537 △1,576,456

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,701 －

前払費用の増減額（△は増加） 10,624 △13,035

未払金の増減額（△は減少） 30,093 72,624

短期差入保証金の増減額（△は増加） △40,000 40,000

顧客預り勘定の増減額（△は減少） △815,759 1,582,535

その他 2,259 5,436

小計 196,453 297,047

利息の受取額 2 2

利息の支払額 － △1,480

法人税等の支払額 △601 △90,139

営業活動によるキャッシュ・フロー 195,854 205,428

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △867 △82,449

無形固定資産の取得による支出 △21,749 △93,200

差入保証金の差入による支出 － △613

その他 △141 △254

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,758 △176,517

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △10,000

配当金の支払額 △25,030 △89,253

自己株式の取得による支出 － △1,932

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,030 △101,186

現金及び現金同等物に係る換算差額 △107 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 147,957 △72,288

現金及び現金同等物の期首残高 982,455 1,524,746

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,130,413 1,452,457
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当第１四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）  

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を

適用しております。 

  

当第１四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）追加情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前事業年度 

 
  

当事業年度 

４．補足情報

  各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

第２四半期
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

第３四半期
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

第４四半期
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

営業収益 (千円) 525,864 344,983 455,627 751,335

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) 167,150 △114,608 52,488 311,983

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) 169,171 △124,584 40,461 277,893

税引前 
四半期純利益金額 
または 
四半期純損失金額
（△）

(千円) 158,469 △121,201 40,818 271,710

四半期純利益金額
または 
四半期純損失金額
（△）

(千円) 136,429 △119,279 40,921 202,785

１株当たり 
四半期純利益金額 
または 
四半期純損失金額
（△）

(円) 2,724.89 △2,383.68 820.61 4,071.84

第１四半期
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

営業収益 (千円) 662,432

営業利益 (千円) 140,688

経常利益 (千円) 139,941

税引前 
四半期純利益金額

(千円) 139,941

四半期純利益金額 (千円) 80,894

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 1,632.57
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